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平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

規
　
則

◯
秋
田
県
公
文
書
館
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
二
九
・
総
務
課
）

◯
秋
田
県
旅
費
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
三
〇
・
人
事
課
）

◯
温
泉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
三
一
・
自
然
保
護
課
）

◯
秋
田
県
養
ほ
う
振
興
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
三
二
・
農
畜
産
振
興
課
）

◯
秋
田
県
み
つ
ば
ち
転
飼
調
整
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
三
三
・
農
畜
産
振
興
課
）

訓
　
令

◯
秋
田
県
公
印
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
（
五
・
総
務
課
）

◯
秋
田
県
人
事
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
（
六
・
人
事
課
）

◯
秋
田
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
（
七
・
人
事
課
）

秋
田
県
公
文
書
館
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
四
月
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
二
十
九
号

秋
田
県
公
文
書
館
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
公
文
書
館
管
理
規
則
（
平
成
五
年
秋
田
県
規
則
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
六
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
古
文
書
」
を
「
歴
史
資
料
」
に
改
め
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て
「
（
施
行
期
日
）
」
を
付
し
、
附
則
に
次
の

二
項
を
加
え
る
。

（
開
館
時
間
の
特
例
）

２

平
成
十
四
年
度
に
限
り
、
第
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「
午

前
九
時
」
と
あ
る
の
は
「
午
前
十
時
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
土
曜
日
」
と
あ
る
の
は
「
土
曜

日
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る

休
日
の
う
ち
元
日
を
除
く
日
」
と
、
「
午
前
九
時
」
と
あ
る
の
は
「
午
前
十
時
」
と
す
る
。

（
休
館
日
の
特
例
）

３

平
成
十
四
年
度
に
限
り
、
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「
休

日
」
と
あ
る
の
は
「
休
日
（
元
日
に
限
る
。
）
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
翌
日
を
除
く
。
）
」
と

あ
る
の
は
「
翌
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
第
三
条
に
規
定
す
る
休
日
（
以
下
「
休
日
」

と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
。
た
だ
し
、
月
曜
日
を
含
ん
で
休
日
が
連
続
す
る
と
き
は
、
最
後
の
休

日
の
翌
日
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
日
曜
日
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
日
曜
日
（
休
日
に
当
た

る
日
を
除
く
。
）
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
二
月
末
日
ま
で
の
間
で
館
長

が
指
定
す
る
十
五
日
間
」
と
あ
る
の
は
「
館
長
が
必
要
と
認
め
る
期
間
」
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
旅
費
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
四
月
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
三
十
号

秋
田
県
旅
費
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
旅
費
支
給
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
秋
田
県
規
則
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
別
表
第
一
」
の
下
に
「
及
び
別
表
第
一
の
二
」
を
加
え
る
。

第
六
条
中
「
別
記
様
式
」
を
「
別
記
様
式
　
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
任
命
権
者
が
認
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
旅
行
命
令
簿
等
を
復

命
管
理
簿
と
兼
ね
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
旅
行
命
令
簿
等
の
記
載
事

項
及
び
様
式
は
、
別
記
様
式
　
に
よ
る
。

別
表
第
一
の
備
考
１
中
「

」
を
「

」

に
、
「

」
を
「

」
に
改

め
、
同
表
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

１

規
　
　
　
　
　
　
則

の
給
料
表
　
　
　
の
給
料
表
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
2
5
年
法
律
第
2
6
1

号
）
第
2
8
条
の
４
第
１
項
、
第
2
8
条
の
５
第
１
項
又
は
第
2
8
条
の
６
第
１
項
若
し
く
は
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
再
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）

給
料
表
を
い
う
　
　
　
給
料
表
（
再
任
用
職
員
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
を
い
う

（１）

（２）



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

２

別
表
第
一
の
二
（
第
２
条
関
係
）

再
任
用
職
員
の
行
政
職
給
料
表
の
各
級
に
相
当
す
る
職
務
の
級

備
考
　
公
安
職
給
料
表
、
海
事
職
給
料
表
、
教
育
職
給
料
表
　
、
教
育
職
給
料
表
　
、
研
究
職
給
料
表
、
医
療
職
給
料
表
　
、
医
療
職
給
料
表
　
及
び
医
療
職
給
料
表
　
と
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
（
昭
和
2
8
年
秋
田
県
条
例
第
2
2
号
）
第
４
条
第
１
項
に
規
定
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
給
料
表
を
い
い
、
現
業
職
給
料
表
と
は
、
単
純
労
務
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
4
0
年
秋
田

県
訓
令
第
1
1
号
）
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
給
料
表
を
い
う
。

行
政

職
給

料
表

公
安

職
給

料
表

海
事

職
給

料
表

教
育
職
給
料
表
■

教
育
職
給
料
表
■

研
究

職
給

料
表

医
療
職
給
料
表
■

医
療
職
給
料
表
■

医
療
職
給
料
表
■

現
業

職
給

料
表

１
　
　
　
　
級

１
　
　
　
　
級

１
　
　
　
　
級

２
　
　
　
　
級

２
　
　
　
　
級

１
　
　
　
　
級

２
　
　
　
　
級

１
　
　
　
　
級

１
　
　
　
　
級

１
　
　
　
　
級

１
　
　
　
　
級

１
　
　
　
　
級

２
　
　
　
　
級

３
　
　
　
　
級

４
　
　
　
　
級

３
　
　
　
　
級

３
　
　
　
　
級

２
　
　
　
　
級

２
　
　
　
　
級

２
　
　
　
　
級

１
　
　
　
　
級

２
　
　
　
　
級

３
　
　
　
　
級

５
　
　
　
　
級

６
　
　
　
　
級

７
　
　
　
　
級

４
級
及
び
５
級

４
　
　
　
　
級

５
　
　
　
　
級

３
　
　
　
　
級

２
　
　
　
　
級

３
　
　
　
　
級

３
　
　
　
　
級

４
　
　
　
　
級

４
　
　
　
　
級

６
級
及
び
７
級

６
　
　
　
　
級

７
　
　
　
　
級

４
　
　
　
　
級

５
　
　
　
　
級

３
　
　
　
　
級

４
　
　
　
　
級

２
　
　
　
　
級

５
　
　
　
　
級

５
　
　
　
　
級

８
級
及
び
９
級

８
　
　
　
　
級

４
　
　
　
　
級

３
　
　
　
　
級

６
　
　
　
　
級

６
　
　
　
　
級

1
0
級
及
び
1
1
級

９
　
　
　
　
級

1
0

級

５
　
　
　
　
級

３
　
　
　
　
級

４
　
　
　
　
級

５
　
　
　
　
級

４
　
　
　
　
級

７
　
　
　
　
級

別
記
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
一
）

（
二
）

（
一
）

（
二
）

（
三
）

（
一
）

（
二
）

（
一
）

（
二
）

（
三
）



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

３

別
記
様
式
　
旅
行
命
令
簿
等
（
第
６
条
関
係
）

（
Ａ
４
判
）

旅
行
命
令
（
旅
行
依
頼
）
簿

記
入
上
の
注
意

旅
行
命
令
等
の
変
更
の
場
合
は
、
「
備
考
」
欄
に
「
命
令
変
更
」
等
と
朱
書
き
し
、
変
更
後
の
旅
行
命
令
等
の
内
容
は
別
行
に
記
入
す
る
。

命
令
年
月
日

・
　
・

・
　
・

・
　
・

・
　
・

決
裁
権
者
印

旅
行
年
月
日

．
．

か
ら

．
．

ま
で

（
日
間
）

．
．

か
ら

．
．

ま
で

（
日
間
）

．
．

か
ら

．
．

ま
で

（
日
間
）

．
．

か
ら

．
．

ま
で

（
日
間
）

用
　
　
　
　
　
務

用
　
務
　
先

（
経
由
地
）

（
）

（
）

（
）

（
）

泊
数泊泊泊泊

出
発
・
帰
着

□
　
居
住
地

出
　
発

□
　
居
住
地

帰
　
着

□
　
居
住
地

出
　
発

□
　
居
住
地

帰
　
着

□
　
居
住
地

出
　
発

□
　
居
住
地

帰
　
着

□
　
居
住
地

出
　
発

□
　
居
住
地

帰
　
着

交
通
手
段

□
　
鉄
道

□
　
航
空
機

□
　
公
用
車

□
　
私
用
車

□
　
自
動
車
同
乗

□
　
そ
の
他

□
　
鉄
道

□
　
航
空
機

□
　
公
用
車

□
　
私
用
車

□
　
自
動
車
同
乗

□
　
そ
の
他

□
　
鉄
道

□
　
航
空
機

□
　
公
用
車

□
　
私
用
車

□
　
自
動
車
同
乗

□
　
そ
の
他

□
　
鉄
道

□
　
航
空
機

□
　
公
用
車

□
　
私
用
車

□
　
自
動
車
同
乗

□
　
そ
の
他

備
　
　
　
　
　
　
考

（
１
）

年
　
　
度

所
属
等

職
　
氏
　
名

w

□
　
旅
費
別
途
支
給

□
　
旅
費
別
途
支
給

□
　
旅
費
別
途
支
給

□
　
旅
費
別
途
支
給



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

４

別
記
様
式
　
旅
行
命
令
簿
等
（
第
６
条
関
係
）

（
Ａ
４
判
）

旅
行
命
令
（
旅
行
依
頼
）
簿
兼
復
命
管
理
簿

記
入
上
の
注
意

旅
行
命
令
等
の
変
更
の
場
合
は
、
「
備
考
」
欄
に
「
命
令
変
更
」
等
と
朱
書
き
し
、
変
更
後
の
旅
行
命
令
等
の
内
容
は
別
行
に
記
入
す
る
。

命
令
年
月
日

復
命
年
月
日

・
　
・

・
　
・

・
　
・

・
　
・

・
　
・

・
　
・

・
　
・

・
　
・

決
裁
権
者
印

旅
行
年
月
日

．
．

か
ら

．
．

ま
で

（
日
間
）

．
．

か
ら

．
．

ま
で

（
日
間
）

．
．

か
ら

．
．

ま
で

（
日
間
）

．
．

か
ら

．
．

ま
で

（
日
間
）

用
　
　
　
　
　
務

遂
　
行
　
状
　
況

□
　
復
命
書

□
　
復
命
書

□
　
復
命
書

□
　
復
命
書

用
　
務
　
先

（
経
由
地
）

（
）

（
）

（
）

（
）

泊
数泊泊泊泊

出
発
・
帰
着

□
　
居
住
地

出
　
発

□
　
居
住
地

帰
　
着

□
　
居
住
地

出
　
発

□
　
居
住
地

帰
　
着

□
　
居
住
地

出
　
発

□
　
居
住
地

帰
　
着

□
　
居
住
地

出
　
発

□
　
居
住
地

帰
　
着

交
通
手
段

□
　
鉄
道

□
　
航
空
機

□
　
公
用
車

□
　
私
用
車

□
　
自
動
車
同
乗

□
　
そ
の
他

□
　
鉄
道

□
　
航
空
機

□
　
公
用
車

□
　
私
用
車

□
　
自
動
車
同
乗

□
　
そ
の
他

□
　
鉄
道

□
　
航
空
機

□
　
公
用
車

□
　
私
用
車

□
　
自
動
車
同
乗

□
　
そ
の
他

□
　
鉄
道

□
　
航
空
機

□
　
公
用
車

□
　
私
用
車

□
　
自
動
車
同
乗

□
　
そ
の
他

備
　
　
　
　
　
　
考

（
２
）

年
　
　
度

所
属
等

職
　
氏
　
名

w

□
　
旅
費
別
途
支
給

□
　
旅
費
別
途
支
給

□
　
旅
費
別
途
支
給

□
　
旅
費
別
途
支
給



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

温
泉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
四
月
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
三
十
一
号

温
泉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

温
泉
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
九
年
秋
田
県
規
則
第
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
二
条
を
削
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
法
第
十
三
条
」
を
「
省
令
第
六
条
」
に
、
「
様
式
第
十
五
号
」
を
「
様
式

第
十
六
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
」
に
、
「
様
式
第
十
六

号
」
を
「
様
式
第
十
七
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
様
式
第
十
号
」
を
「
様
式
第
十
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
様
式
第

十
一
号
」
を
「
様
式
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
様
式
第
十
二
号
」
を
「
様
式
第
十
三

号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
様
式
第
十
三
号
」
を
「
様
式
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項

中
「
様
式
第
十
四
号
」
を
「
様
式
第
十
五
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
第
四
条
」
を
「
第
五
条
」
に
、
「
様
式
第
九
号
」
を
「
様
式
第
十
号
」
に
改

め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
様
式
第
七
号
」
を
「
様
式
第
八
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
様
式
第
八

号
」
を
「
様
式
第
九
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
七
条
中
「
様
式
第
六
号
」
を
「
様
式
第
七
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
六
条
中
「
様
式
第
五
号
」
を
「
様
式
第
六
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
五
条
中
「
様
式
第
四
号
」
を
「
様
式
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
四
条
を
削
る
。

第
三
条
中
「
第
二
条
」
を
「
第
四
条
」
に
、
「
様
式
第
二
号
」
を
「
様
式
第
四
号
」
に
改
め
、
同

条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
二
条
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
有
効
期
間
の
更
新
申
請
書
）

第
三
条

省
令
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
は
、
様
式
第
二
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
届
出
）

第
四
条

省
令
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
三
号
に
よ
り
、
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の

日
か
ら
十
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
則
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
温
泉
成
分
分
析
を
行
う
者
の
登
録
申
請
書
）

第
十
三
条

省
令
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
は
、
様
式
第
十
八
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
登
録
分
析
機
関
の
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
十
四
条

省
令
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
十
九
号
に
よ
り
、
登
録
事
項
を
変
更

し
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
分
析
機
関
の
業
務
の
廃
止
の
届
出
）

第
十
五
条

省
令
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
二
十
号
に
よ
り
、
業
務
を
廃
止
し
た

日
か
ら
十
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
書
類
の
提
出
）

第
十
六
条

こ
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
べ
き
書
類
は
、
第
二
条
か
ら
第
九
条
ま
で
の
規
定
に

よ
る
も
の
は
正
副
二
通
を
土
地
の
掘
削
予
定
地
又
は
温
泉
の
ゆ
う
出
地
（
秋
田
市
の
区
域
を
除

く
。
）
を
所
管
す
る
保
健
所
長
を
経
由
し
て
知
事
に
、
第
十
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
の
規
定
に
よ

る
も
の
は
正
本
一
通
を
温
泉
利
用
施
設
の
所
在
地
（
秋
田
市
の
区
域
を
除
く
。
）
を
所
管
す
る
保

健
所
長
に
、
第
十
三
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
も
の
は
正
本
一
通
を
知
事
に
、
そ
れ

ぞ
れ
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

５



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

６

年　　月　　日

秋田県知事　　　　　　　　様

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　w■

（法人にあつては、名称及び代表者の氏名）■

土地の掘削の許可について（申請）

土地の掘削について許可を受けたいので、温泉法第３条第１項の規定により関係書類を添えて、次のとおり申請

します。

様式第１号 土地掘削許可申請書（第２条関係）

（Ａ４判）

申請者

工　事

ゆう出路の口径

深　　　　　さ

センチメートル

メートル

施　行　方　法

着 工 予 定 日

完 了 予 定 日

掘削に係る温泉の利用目的

掘 削 す る 土 地 の 所 在 、

地 番 及 び 地 目

住　所

氏　名

法人にあつては、主たる事務所

の所在地及び代表者の住所（ ）

法 人 に あ つ て は 、 名 称

及 び 代 表 者 の 氏 名（ ）



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

７

年　　月　　日

秋田県知事　　　　　　　　様

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　w■

（法人にあつては、名称及び代表者の氏名）■

許可の有効期間の更新について（申請）

土地の掘削（増掘・動力の装置）の許可を更新したいので、温泉法第５条第１項（第９条第２項）の規定により

申請します。

様式第２号 許可の有効期間の更新申請書（第３条関係）

（Ａ４判）

申請者

許 可 の 別 土地の掘削　　・　　増　　掘　　・　　動力の装置

許 可 年 月 日

及 び 許 可 番 号

許可を受けた土地の所在、

地 番 及 び 地 目

更 新 を 必 要 と す る 理 由

住　所

氏　名

法人にあつては、主たる事務所

の所在地及び代表者の住所（ ）

法 人 に あ つ て は 、 名 称

及 び 代 表 者 の 氏 名（ ）



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

様
式
第
三
号
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、

「

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

」

「

「

「

に
、

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

」

」

「
を

」

に
改
め
る
。

」

様
式
第
十
六
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
十
七
号
と
す
る
。

様
式
第
十
五
号
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
「

」
を
削
り
、
同
様
式
を
様
式
第
十
六
号
と
す
る
。

「

様
式
第
十
四
号
中
「

」
を
「

」
に
、「

を
」に

改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
十
五
号
と
す

」

る
。様

式
第
十
三
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
十
四
号
と

す
る
。

「

様
式
第
十
二
号
中
「

」
を
「

」
に
、

「
を

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
十
三
号
と
す
る
。

」

様
式
第
十
一
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
十
二
号
と

す
る
。

様
式
第
十
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
十
一
号
と
す

る
。様

式
第
九
号
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

「

」
に
、

８

土
地
掘
削
（
増
掘
、
動
力
装
置
）
工
事
終
了
（
中
止
）
届
　
　
　
土
地
掘
削

（
増
掘
、
動
力
装
置
）
工
事
完
了
（
廃
止
）
届
　
　
　
　
土
地
の
掘
削
（
増
掘
、
動
力
の
装
置
）
の

工
事
の
終
了
（
中
止
）
に
つ
い
て
　
　
　
土
地
の
掘
削
（
増
掘
、
動
力
の
装
置
）
の
工
事
の
完
了

（
廃
止
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
終
了
（
中
止
）
し
た
の
で
　
　
　
完
了
（
廃
止
）
し
た
の
で

工
事
の
終
了

（
中
止
）
年
月
日

工
事
の
完
了

（
廃
止
）
年
月
日

工
事
終
了

の
場
合

ゆ
う
出
量

温
度

成
分

口
径（
内
径
）

深
さ

種
類

出
力

工
事
完
了

の
場
合

ゆ
う
出
量

温
度

成
分

口
径（
揚
湯
管
内
径
）

深
さ

種
類

出
力

工
事
中

止
の
理
由

工
事
廃
止
の
理
由

廃
止
の
理
由

１
　
廃

廃
止
の
理
由
１
　
廃
　
業

４
　
そ
の
他
（

変
更
事
項

１
　
法
第
12

２
　
法
第
12

変
更
事
項

１
　
法
第
1
3
条
第

２
　
法
第
1
3
条
第

業
　
　
２
　
施
設
の
解
体
　
　
３
　
施
設
の
増
改
築

２
　
施
設
の
解
体
　
　
３
　
施
設
の
増
改
築

）

条
第
１
項
の
許
可
を
受
け
た
者
の
氏
名
（
名
称
）

条
第
１
項
の
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
（
所
在
地
）

１
項
の
許
可
を
受
け
た
者
の
氏
名
（
名
称
）

１
項
の
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
（
所
在
地
）

申
請
者

法
人
に
あ
つ
て
は
主
た
る
事
務
所

住
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
住
所

法
人
に
あ
つ
て
は

氏
名
及
び
生
年
月
日

第
1
1
条
関
係

第
1
2
条
関
係

第
1
1
条
関
係

第
1
2
条
関
係

第
1
0
条
関
係

第
1
1
条
関
係

第
1
0
条
関
係

第
1
1
条
関
係

第
1
0
条
関
係

第
1
1
条
関
係

第
1
0
条
関
係

第
1
1
条
関
係

第
９
条
関
係

第
1
0
条
関
係

第
1
2
条
第
１
項

第
1
3
条
第

第
1
0
条
関
係

第
1
1
条
関
係

１
項

（

）

（

）

温
泉
法
施
行
規
則
第
５
条

第
１
項
　
　
　
温
泉
法
第
1
4
条
第
３
項

分
析
者
　
　
　
分
析
機
関
の
名

称
及
び
登
録
番
号
　
　
　
　
　
　
職
氏
名



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

「
を

」

に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
十
号
と
す
る
。

」

「

様
式
第
八
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、

「

「

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

」

」

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
様
式
を

」

」

様
式
第
九
号
と
す
る
。

様
式
第
七
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
八
号
と
す

る
。様

式
第
六
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
七
号
と
す

る
。

「

様
式
第
五
号
中
「

」
を
「

」
に
、

「
を

」

「

に
、

」

「
を

」

に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
六
号
と
す
る
。

」

「

様
式
第
四
号
中
「

」
を
「

」
に
、

９

申
請
者

法
人
に
あ
っ
て
は
主
た
る
事
務
所

住
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
住
所

法
人
に
あ
っ
て
は

名
称

（

）

（

）

申
請
者

法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た

住
所
る
事
務
所
の
所
在
地

法
人
に
あ
つ
て
は
、
名
称

氏
名
及
び
代
表
者
の
氏
名

（

）

（

）

工
事
着
工
予
定
期
日

工
事
完
了
予
定
期

工
事
着
工
予
定
日

工
事
完
了
予
定
日

日

変
更
前

住
所
（
法
人
に
あ
つ

る
事
務
所
の
所
在
地

氏
名
及
び
生
年
月
日

称
）

変
更
前

住
所
（
法
人
に
あ
っ

る
事
務
所
の
所
在
地

氏
名
及
び
生
年
月
日

つ
て
は
、
名
称
）

採
取
者

住
所
（
法
人
に
あ
つ

る
事
務
所
の
所
在
地

氏
名
及
び
生
年
月
日

称
）

変
更
前

住
所
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た

る
事
務
所
の
所
在
地
）

氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
名
称

及
び
代
表
者
の
氏
名
）

変
更
後

住
所
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た

る
事
務
所
の
所
在
地
）

氏
名
及
び
生
年
月
日
（
法
人
に
あ

つ
て
は
、
名
称
）

変
更
後

住
所
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た

る
事
務
所
の
所
在
地
）

氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
名
称

及
び
代
表
者
の
氏
名
）

て
は
、
主
た

）（
法
人
に
あ

第
８
条
関
係

第
９
条
関
係

第
６
条
関
係

第
７
条
関
係

第
８
条
関
係

第
９
条
関
係

第
７
条
関
係

第
８
条
関
係

第
５
条
関
係

第
６
条
関
係



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

「
を

」

に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
五
号
と
す
る
。

」

様
式
第
三
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

10

採
取
者

住
所
（
法
人
に
あ
っ

る
事
務
所
の
所
在
地

氏
名
及
び
生
年
月
日

つ
て
は
、
名
称
）

採
取
者

住
所
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、

名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

て
は
、
主
た

）（
法
人
に
あ



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

11

年　　月　　日

秋田県知事　　　　　　　　様

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　w■

（法人にあつては、名称及び代表者の氏名）■

増掘（動力の装置）の許可について（申請）

増掘（動力の装置）について許可を受けたいので、温泉法第９条第１項の規定により関係書類を添えて、次のと

おり申請します。

様式第４号 増掘（動力の装置）の許可申請書（第５条関係）

（Ａ４判）

申請者

温 泉 の 所 在 地 及 び 名 称

増掘又は動力の装置の目的

増掘又は動力の装置の場所

現　在

増　掘

の場合

動力の

装置の

場　合

利　　　用　　　量 リットル毎分

リットル毎分

リットル毎分

ゆ 　 う 　 出 　 量

別添温泉分析書のとおり温　　　　　　　度

成　　　　　　　分

ゆ う 出 路 の 口 径

深　　　　　　　さ

センチメートル

メートル

センチメートル

メートル

種　　　　　　　類

出　　　　　　　力

ゆ う 出 路 の 口 径

深　　　　　　　さ

工 事 施 行 方 法

計 画 ゆ う 出 量

種　　　　　　　類

出　　　　　　　力

計 画 ゆ う 出 量

着　　手　　予　　定　　日

完　　了　　予　　定　　日

そ の 他 動 力 の

装　置　の　詳　細

住　所（ ）法人にあつては、主たる事務

所の所在地及び代表者の住所

氏　名（ ）法 人 に あ つ て は 、 名 称

及 び 代 表 者 の 氏 名



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

様
式
に
次
の
三
様
式
を
加
え
る
。

12



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

13

年　　月　　日

秋田県知事　　　　　　　　様

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　w■

（法人にあつては、名称及び代表者の氏名）■

温泉成分分析を行う者の登録について（申請）

温泉成分分析を行う者の登録を受けたいので、温泉法第15条第２項の規定により関係書類を添えて、次のとお

り申請します。

様式第18号 温泉成分分析を行う者の登録申請書（第13条関係）

（Ａ４判）

申請者

分 析 施 設 の 名 称

分 析 施 設 の 所 在 地

分 析 責 任 者 の 氏 名

分析責任者が有する資格

温泉成分分析に使用する器具、

機械又は装置の名称及び性能

分 析 責 任 者 の 温 泉 成 分

分 析 に 関 す る 経 験 及 び

研 究 成 果 の 概 要

その他参考になるべき事項

住　所

氏　名

法人にあつては、主たる事務所の

所在地及び代表者の住所（ ）

法 人 に あ つ て は 、 名 称

及 び 代 表 者 の 氏 名（ ）



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

14

年　　月　　日

秋田県知事　　　　　　　　様

住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w■

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

登録分析機関の登録事項の変更について（届出）

次のとおり変更したので、温泉法第16条の規定により届け出ます。

様式第19号 登録分析機関の登録事項の変更届（第14条関係）

（Ａ４判）

（ ）
法人にあつては、その名称及び代表者の氏名

並びに主たる事務所の所在地

登 録 年 月 日

登 録 番 号

変 更 年 月 日

変 更 の 理 由

変更前

変更後

変更の内容



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

15

年　　月　　日

秋田県知事　　　　　　　　様

住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w■

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

登録分析機関の業務の廃止について（届出）

次のとおり温泉成分分析の業務を廃止したので、温泉法第17条の規定により届け出ます。

様式第20号 登録分析機関の業務の廃止届（第15条関係）

（Ａ４判）

（ ）
法人にあつては、その名称及び代表者の氏名

並びに主たる事務所の所在地

登 録 年 月 日

登 録 番 号

廃 止 年 月 日

廃 止 の 理 由



記
入
す
る
こ
と
　
　
　
記
入
し

て
く
だ
さ
い氏
名
を
自
書
し
た
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

註
　
　
　
注

様
式
第
二
号

様
式
第
２
号
　
み
つ
ば
ち
転
飼
許
可
申
請
書
（
第
２
条
関
係
）

本
籍
地

現
住
所

（
Ａ
４
判
）

殿
　
　
　
様
　
　
　
　
通
信
連
絡
場
所

」
氏
名
ま
た
は
名
称
お
よ
び
代
表
者
氏

申
請
者
　
本
籍
地

住
　
所

氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
w

法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
　
　
　
　
　
下
記
　
　
　
次
　
　
　
　
許

名
w

所
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者

の
氏
名

電
話
番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
願
い
た
い
か
ら
養
ほ
う
振
興
法
第
四
条
第
一
項
　
　
　
、
養
ほ
う
振
興
法
第
４
条
第
１
項

記

（
枠
数
）

飼
転
期
間
　
　
　
転
飼
期
間

、
字
　
　
　
　
　
　
記
入
す
る
こ
と
　
　
　
記
入
し
て
く
だ
さ
い

平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
養
ほ
う
振
興
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
四
月
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
三
十
二
号

秋
田
県
養
ほ
う
振
興
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
養
ほ
う
振
興
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
一
年
秋
田
県
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

「

様
式
第
一
号
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
を

」

「

に
、
「

」
を
「

」
に
、

」

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
「

」
を
「

」

」

「

「

」
に
改
め
、

」

に
改
め
る
。

」

同
様
式
の
註
　
中
「

」
を
削
り
、
「

」
を
「

」
に
改

め
、
同
様
式
の
註
　
を
同
様
式
の
註
　
と
し
、
同
様
式
の
註
　
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
の
註
　
を
同
様
式
の
註
　
と
し
、
同
様
式
の
註
　
と
し
て
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

様
式
第
一
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

「

様
式
第
二
号
中

「
を

」

「

に
、
「

」
を
「

」
に
、

」

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」

」

」
を
「

」
に
改

「

め
、

」

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

」

改
め
、
「

」
を
削
り
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
号
の
註
中
「

」
を
削
り
、
「

」
を
「

」
に
改

16

（２）

（２）

（３）
（１）

（１）
（２）

（１）

（
１
）

様
式
第
一
号

様
式
第
１
号
　
み
つ
ば
ち
飼
育
届
（
第
２
条
関
係
）

住
　
所

（
Ａ
４
判
）

殿
　
　
　
様
　
　
　
　
氏
　
名
ま
た
は
名
称
お
よ
び
代
表
者

届
出
者
　
住
　
所

氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
w

法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
　
　

氏
名
w

第
三
条
第
一
項
　
　
　
第

所
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者

の
氏
名

電
話
番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

３
条
第
１
項
　
　
　
　
　
　
　
１
　
昭
和
　
　
年
１
月
１
日
現
在
み
つ
ば
ち
飼
育
状
況
　
を
　
１
　

年
１
月
１
日
現
在
み
つ
ば
ち
飼
育
状
況
　

、
字
　
　
　
　
　
　
記
入
す
る
こ
と
　
　
　
記
入
し
て
く
だ
さ
い
　
　
　

（

）

（

）



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

め
、
同
様
式
の
註
を
同
様
式
の
註
　
と
し
、
同
様
式
の
註
　
と
し
て
次
に
よ
う
に
加
え
る
。

様
式
第
二
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

「

様
式
第
三
号
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
を

」

「

「

に
、

を
」

」

に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」

」
「

に
改
め
、

「
を

」

」

に
改
め
る
。

様
式
第
三
号
の
註
中
「

」
を
削
り
、
「

」
を
「

」
に
改

め
、
同
様
式
の
註
を
同
様
式
の
註
　
と
し
、
同
様
式
の
註
　
と
し
て
次
に
よ
う
に
加
え
る
。

様
式
第
三
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

附
　
則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
秋
田
県
養
ほ
う
振
興
法
施
行
細
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
り
作
成
さ

れ
た
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

秋
田
県
み
つ
ば
ち
転
飼
調
整
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
四
月
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
三
十
三
号

秋
田
県
み
つ
ば
ち
転
飼
調
整
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
み
つ
ば
ち
転
飼
調
整
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
秋
田
県
規
則
第
二
十
六
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
中
「

」
を
「

「

「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、

を
」

に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」

「

」
を
「

」
に
、「

を
」に

、
「

」
を
「

」
に
改
め
、

「

」
を
削
り
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
の
注
中
「

」
を
削
り
、
「

」
を
「

」
に
改

17

（
１
）

（２）

（１）

（
１
）

（

）

（２）

（１）

（

）

氏
名
を
自
書
し
た
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

註
　
　
　
注

様
式
第
三
号

様
式
第
３
号
　
土
地
貸
与
承
諾
書
（
第
３
条
関
係
）

管
理
者
　
住
　
所

氏
　
名
　
　
　
　
　
　

（
Ａ
４
判
）

管
理
者
　
住
　
所
　
　
　
　
　
　
　
法
人
に
あ
つ
て
は
、
主

氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
所
の
所
在
地
、
名
称
及

の
氏
名

電
話
番
号

w

た
る
事
務
　

第
四
条
第
一
項
　
　
　
第
４
条
第
１
項
　
　
　
　
下
記
の
　
　
　
次
の
　

び
代
表
者

記

、
字
　
　
　
　
　
　
記
入
す
る
こ
と
　
　
　
記
入
し
て
く
だ
さ
い

氏
名
を
自
書
し
た
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

註
　
　
　
注

様
式
第
１
号
　
　
　
様
式
第
１
号
　
み
つ
ば
ち
転
飼
許
可
申
請
書
（
第
１
条
関

申
請

本
籍
地

現
住
所

係
）

殿
　
　
　
様
　
　
　
　
通
信
連
絡
場
所
　
　
　
　
　
　
　

氏
名
ま
た
は
名
称
お
よ
び
代
表
者
氏
名
　
　
w

者
　
本
籍
地

氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
w

法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務

下
記
の
　
　
　
次
の
　
　
　
　
転
飼
し
た
の
で

所
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者

の
氏
名

電
話
番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

許
可
願
い
た
い
か
ら
　
　
　
転
飼
し
た
い
の
で
　
　
　

記
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
よ
び
氏
名
　
　
　
及
び
氏
名

（
枠
数
）

飼
育
管
理
者
　
　
　
飼
養
管
理
者

字
、

記
入
す
る
こ
と
　
　
　
記
入
し
て
く
だ
さ
い



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

め
、
同
様
式
の
注
を
同
様
式
の
注
　
と
し
、
同
様
式
の
注
　
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

様
式
第
二
号
中
「

」
を
「

」
に
、

「

「

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
「

」
を

」

」

「

「

」
に
、「

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

」
様
式
第
二
号
の
注
中
「

」
を
削
り
、
「

」
を
「

」
に
改

め
、
同
様
式
の
注
を
同
様
の
注
　
と
し
、
同
様
式
の
注
　
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

様
式
第
三
号
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

附
　
則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
秋
田
県
み
つ
ば
ち
転
飼
調
整
条
例
施
行
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ

り
作
成
さ
れ
た
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

秋
田
県
訓
令
第
五
号

庁
　
中
　
一
　
般
　

各

地

方

機

関

秋
田
県
公
印
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
四
年
四
月
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
公
印
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

秋
田
県
公
印
取
扱
規
程
（
昭
和
五
十
六
年
秋
田
県
訓
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

「

別
表
第
二
中
　
　

「
を

」

18

（
１
）

（２）

（１）

（

）

訓
　
　
　
　
　
　
令

（
１
）

（２）

（１）

祉
政
策
課
長

部
消
防
防
災

合
防
災
課
長

知

事

印

（
戦
傷
病
者
乗

車
券
用
）

楷か
い

書

二
一
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
平
方

健
康
福
祉
部
福

秋 田 県
知 事

戦 傷 病 者
乗 車 券 用

秋 田 県
知 事

戦 傷 病 者
乗 車 券 用

知

事

印

（
危
険
物
取
扱

者
免
状
用
・
消

防
設
備
士
免
状

用
）

楷か
い

書

縦
四
ミ
リ
メ
ー

ト
ル

横
二
〇
ミ
リ
メ

ー
ト
ル

生
活
環
境
文
化

課
長

秋 田 県
知 事

知

事

印

（
戦
傷
病
者
乗

車
券
用
）

楷か
い

書

二
一
ミ
リ
メ
ー

ト
ル

健
康
福
祉

知

事

印

（
危
険
物
取
扱

者
免
状
用
・
消

防
設
備
士
免
状

用
）

楷か
い

書

縦
四
ミ
リ
メ
ー

ト
ル

横
二
〇
ミ
リ
メ

ー
ト
ル

総
務
部
総

秋 田 県
知 事

氏
名
を
自
書
し
た
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

様
式
第
２
号
　
　
　
様
式
第
２
号
　
土
地
貸
与
承
諾
書
（
第
１
条
関
係
）

管
理
者
　
住
　
所

氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
w

管
理
者
　
住
　
所
　
　
　
　
　
　
　
法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務

下
記
の

氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
所
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者

の
氏
名

電
話
番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

次
の

う
け
る
　
　
　
受
け
る

字
、

記
入
す
る
こ
と
　
　
　
記
入
し
て
く
だ
さ
い

氏
名
を
自
書
し
た
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

様
式
第
３
号
　
　
　
様
式
第
３
号
　
み
つ
ば
ち
転
飼
許
可
証
（
第
３
条
関

係
）

ま
た
は
名
称
お
よ
び
　
　
　
又
は
名
称
及
び
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に
改
め
る
。

」

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
訓
令
第
六
号

庁
　
中
　
一
　
般
　

各

地

方

機

関

秋
田
県
人
事
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
四
年
四
月
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
人
事
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

秋
田
県
人
事
事
務
取
扱
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
秋
田
県
訓
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
第
五
号
中
「
非
常
勤
の
職
員
」
の
下
に
「
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二

百
六
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職

を
占
め
る
職
員
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
三
条
の
表
中
第
三
十
六
号
を
第
三
十
八
号
と
し
、
第
二
十
七
号
か
ら
第
三
十
五
号
ま
で
を
二
号

ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
表
第
二
十
六
号
中
「
同
条
例
第
五
条
」
を
「
法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
若
し

く
は
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
二
十
八
号
と
し
、
同
表
中
第
二
十
五
号

を
第
二
十
七
号
と
し
、
第
二
十
二
号
か
ら
第
二
十
四
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
表
第
二
十

一
号
中
「
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
」

を
「
法
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
二
十
三
号
と
し
、
同
表
第
二
十
号
を
同
表
第
二
十
二
号
と
し
、

同
表
第
十
九
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

第
四
条
第
四
項
中
「
第
三
十
一
号
か
ら
第
三
十
六
号
」
を
「
第
三
十
三
号
か
ら
第
三
十
八
号
」
に

改
め
る
。

第
七
条
中
「
第
十
九
号
」
を
「
第
二
十
一
号
」
に
改
め
、
同
条
後
段
を
削
る
。

別
表
第
二
第
一
号
中
　
を
　
と
し
、

を
　
と
し
、

を
　
と
、

を
　
と
し
、

を
　
と
し
、

同
号
　
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
二
中
第
三
十
号
を
第
三
十
二
号
と
し
、
第
二
十
四
号
か
ら
第
二
十
九
号
ま
で
を
二
号
ず
つ

19

部
福
祉
政
策
課
長

合
防
災
課
長

二
十

二
十
一

公
益
法
人
等

へ
の
派
遣
等

公
益
法
人
等

へ
の
派
遣
の

解
除
等

職
員
を
、
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平

成
十
三
年
秋
田
県
条
例
第
六
十
四
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
公
益
法
人
等
へ
派
遣
す
る
こ
と
又
は
公
益
法
人
等
へ
の
一
般

職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
号
。
以
下
「
公
益
法
人
等
派
遣
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
さ
せ
る
こ
と
。

職
員
を
、
公
益
法
人
等
派
遣
法
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
職
務
に
復
帰
さ
せ
る
こ
と
又
は
同
法
第
十
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
職
員
に
採
用
す
る
こ
と
。

（７）

（８）

（６）

（７）

（５）

（６）

（４）

（５）

（３）

（４）

（２）

育
児
休

業
の
期
間

中
任
期
付

採
用
職
員

に
採
用
す

る
場
合

任
期
付

採
用
職
員

に
採
用
す

る
場
合

任
期
付

採
用
職
員

の
任
期
を

更
新
す
る

場
合

秋
田
県
事
務
（
技
術
）
吏
員
に
任
命
す
る

◯
◯
を
命
ず
る

地
方
公
務
員
法
第
2
2
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
る
条
件
付
採
用
期
間
は
◯
年
◯
月

◯
日
か
ら
◯
年
◯
月
◯
日
ま
で
と
す
る

任
期
は
◯
年
◯
月
◯
日
ま
で
と
す
る

職
務
の
級
を
◯
◯
職
◯
級
に
決
定
す
る

◯
号
給
（
◯
◯
円
）
を
給
す
る

◯
◯
部
◯
◯
課
勤
務
を
命
ず
る

任
期
を
◯
年
◯
月
◯
日
ま
で
更
新
す
る

（
）

（
ア
）

（
イ
）

（
３
）
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繰
り
下
げ
、
第
二
十
三
号
　
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
二
第
二
十
三
号
　
を
同
号
　
と
し
、
同
号
　
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
号
　
を
同
号
　
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
二
第
二
十
三
号
　
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
二
中
第
二
十
三
号
を
第
二
十
五
号
と
し
、
第
二
十
二
号
を
第
二
十
四
号
と
す
る
。

別
表
第
二
第
二
十
一
号
　
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に

改
め
、
「

」
を
削
り
、

同
号
を
同
表
第
二
十
三
号
と
し
、
同
表
第
二
十
号
を
同
表
第
二
十
二
号
と
し
、
同
表
第
十
九
号
の
次

に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

20

任
期
付

採
用
職
員

が
任
期
の

満
了
に
よ

り
当
然
に

退
職
す
る

場
合

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
第
６
条
第
１
項

（
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
第
５
条
の
２
）
の
規

定
に
よ
る
任
期
の
満
了
に
よ
り
◯
年
◯
月
◯
日
限
り
退
職

（１３）

（１２）

（１４）

（１１）

（１２）

（１０）

（１１）

職
員
の
休
職
の
事
由
に
関
す
る
条
例
第

５
条
第
１
項
（
第
２
項
）

地
方
公
務
員
法
第
2
8
条
の
４
（
第
2
8
条
の
５
）
第
１
項
（
第
２

項
）

職
員
の
休
職
の
事
由
に
関
す
る
条
例
に
よ
る
　
　
　
学
校
、
研
究

所
等
へ
調
査
、
研
究
等
の
業
務
に
従
事
す
る
　
　
　
　
第
２
条
第
◯
号
　
　
　
第
２
条
第
１
号

職
員
の
休
職
の
事
由
に
関
す
る
条
例
第
２
条
第
３
号
に
よ
る
場
合
を
除
く
。

（１１）
再
任
用

の
任
期
満

了
前
に
願

い
に
よ
り

退
職
す
る

場
合

願
い
に
よ
り
本
職
を
免
ず
る

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
第
２
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
退
職
手
当
は
支
給
し
な
い

（４）

20
公
益
法

人
等
へ
の

派
遣

21
公
益
法

人
等
へ
の

派
遣
の
解

除
等

公
益
法

人
等
へ
の

派
遣公
益
法

人
等
へ
の

派
遣
期
間

の
延
長

特
定
法

人
役
職
員

と
な
る
た

め
退
職
す

る
場
合

公
益
法

人
等
へ
の

派
遣
の
解

除

特
定
法

人
役
職
員

か
ら
職
員

に
採
用
さ

れ
る
場
合

「
◯
◯
」
に

は
派
遣
先
団

体
の
名
称
を

記
載
す
る
。

◯
◯
へ
派
遣
を
命
ず
る

派
遣
期
間
は
◯
年
◯
月
◯
日
か
ら
◯
年
◯
月

◯
日
ま
で
と
す
る

派
遣
期
間
中
給
料
、
扶
養
手
当
、
（
調
整
手

当
）
、
住
居
手
当
、
期
末
手
当
及
び
寒
冷
地

手
当
の
そ
れ
ぞ
れ
1
0
0
分
の
◯
を
支
給
す
る

（
派
遣
期
間
中
給
与
は
支
給
し
な
い
）

派
遣
期
間
を
◯
年
◯
月
◯
日
か
ら
◯
年
◯
月

◯
日
ま
で
延
長
す
る

延
長
に
係
る
期
間
中
給
料
、
扶
養
手
当
、

（
調
整
手
当
）
、
住
居
手
当
、
期
末
手
当
及

び
寒
冷
地
手
当
の
そ
れ
ぞ
れ
1
0
0
分
の
◯
を

支
給
す
る

（
延
長
に
係
る
期
間
中
給
与
は
支
給
し
な
い
）

公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の

派
遣
等
に
関
す
る
法
律
第
10
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
本
職
を
免
ず
る

公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る

条
例
第
18
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
手

当
は
支
給
し
な
い

職
務
復
帰
を
命
ず
る

公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の

派
遣
等
に
関
す
る
法
律
第
10
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
秋
田
県
事
務
（
技
術
）
吏
員
に
任

命
す
る

◯
◯
部
◯
◯
課
長
を
命
ず
る
（
◯
◯
を
命
ず

る
）

職
務
の
級
を
◯
◯
職
◯
級
に
決
定
す
る

◯
号
給
（
◯
◯
）
円
を
給
す
る

（
◯
◯
部
◯
◯
課
勤
務
を
命
ず
る
）

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
１
）

（
２
）

（８）

再
任
用

を
行
う
場

合

秋
田
県
事
務
（
技
術
）
吏
員
に
再
任
用
す
る

◯
◯
を
命
ず
る

任
期
は
◯
年
◯
月
◯
日
ま
で
と
す
る

職
務
の
級
を
◯
◯
職
◯
級
に
決
定
す
る

◯
◯
部
◯
◯
課
勤
務
を
命
ず
る

（
８
）
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「

別
表
第
三
中

「
を

」

に
改
め
る
。

」

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
訓
令
第
七
号

庁
　
中
　
一
　
般
　

各

地

方

機

関

秋
田
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平
成
十
四
年
四
月
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

秋
田
県
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
秋
田
県
訓
令
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
一
条
中
「
非
常
勤
の
職
員
」
の
下
に
「
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十

一
号
）
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
（
以
下
「
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
職
員
」
の
下
に
「
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同

条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
憩
時
間
及
び
休
息
時
間
は
、
総
務
部
長
が
別
に
定

め
る
。

第
十
二
条
第
五
号
中
「
（

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
」
を
削
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
様
式
第
八
号
の
三
」
を
「
秋
田
県
旅
費
支
給
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
秋
田

県
規
則
第
六
十
三
号
）
別
記
様
式
　
を
用
い
る
も
の
と
す
る
。
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
を
第
二
十
五
条
と
し
、
第
二
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
再
任
用
職
員
に
対
す
る
適
用
除
外
）

第
二
十
四
条

職
員
が
退
職
に
引
き
続
き
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
八

条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
る
場
合
は
、
第
四
条
第
三
項
及
び
第
五
項
、
第
五
条
第

三
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

様
式
第
八
号
の
三
を
削
る
。

附
　
則

１

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
秋
田
県
職
員
服
務
規
程
の
規
定
は
、
こ
の
訓
令
の
施
行
の
日
以
後

に
命
ぜ
ら
れ
た
出
張
に
係
る
復
命
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
命
ぜ
ら
れ
た
出
張
に
係
る
復
命

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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外
国
の
地

方
公
共
団

体
の
機
関

等
へ
の
派

遣

外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
か
ら
の
派
遣
申

請
書

外
国
の
地

方
公
共
団

体
の
機
関

等
へ
の
派

遣公
益
法
人

等
へ
の
派

遣
等

１
　
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
か
ら
の
派

遣
申
請
書

２
　
同
意
書

１
　
派
遣
先
団
体
か
ら
の
派
遣
要
請
書

２
　
同
意
書

１１１１

（２）

職
務
の
級
を
◯
◯
職
◯
級
に
決
定
す
る

◯
号
給
（
◯
◯
）
円
を
給
す
る

（
◯
◯
部
◯
◯
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